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【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　哺乳動物のタウタンパク質のリン酸化エピトープに特異的に結合し、可溶性及び不溶性
タウタンパク質に結合する抗体又はその機能性部分であって、
　リン酸化エピトープは配列番号６７に示されるヒトタウタンパク質における位置４０９
にリン酸化セリン（ｐＳ４０９）を有するアミノ酸４０５－４１１又は４０５－４１２で
あり、抗体又はその機能性部分は哺乳動物タウタンパク質のリン酸化エピトープに表面プ
ラズモン共鳴によって測定して１０ｎＭ未満の解離定数で結合し、対応する非リン酸化エ
ピトープには結合しない、抗体又はその機能性部分。
【請求項２】
　哺乳動物タウタンパク質上のリン酸化エピトープに５ｎＭ未満の解離定数で結合する、
請求項１に記載の抗体又はその機能性部分。
【請求項３】
　哺乳動物タウタンパク質上のリン酸化エピトープに１０４Ｍ－１Ｓ－１以上の会合定数
で結合する、請求項１又は２に記載の抗体又はその機能性部分。
【請求項４】
　哺乳動物タウタンパク質上のリン酸化エピトープに１０５Ｍ－１Ｓ－１以上の会合定数
で結合する、請求項１又は２に記載の抗体又はその機能性部分。
【請求項５】
　哺乳動物タウがヒトタウである、請求項１から４の何れか一項に記載の抗体又はその機
能性部分。
【請求項６】
　抗体が、モノクローナル抗体、キメラ抗体、ヒト化抗体又は完全ヒト抗体である、請求
項１から５の何れか一項に記載の抗体又はその機能性部分。
【請求項７】
　抗体が、ＩｇＧ２ｂ又はＩｇＧ３アイソタイプのものである、請求項１から６の何れか
一項に記載の抗体又はその機能性部分。
【請求項８】
　請求項１から７の何れか一項に記載の抗体又はその機能性部分を産生する細胞株。
【請求項９】
　請求項１から７の何れか一項に記載の抗体又は機能性部分をコードするポリヌクレオチ
ド。
【請求項１０】
　患者のタウタンパク質に関連した疾患、障害又は状態の診断又はそれらの素因の診断に
用いるための、請求項１から７の何れか一項に記載の抗体又はその機能性部分を含むキッ
トであって、
　診断は、インサイツで、抗体又はその機能性部分の、タウタンパク質のエピトープへの
免疫特異的結合を検出することを含み、
　ａ）タウタンパク質を含有すると疑われる特定の体の部分又は体の領域を、請求項１か
ら７の何れか一項に記載の抗体又はその機能性部分と接触させ、；
　ｂ）抗体又はその機能性部分をタウタンパク質に結合させて免疫複合体を形成し；
　ｃ）免疫複合体の形成を検出し；そして
　ｄ）免疫複合体の存在又は欠損を特定の体の部分又は領域におけるタウタンパク質の存
在又は欠損と相関させる工程を含み、
　ここで、タウタンパク質に関連した疾患、障害又は状態の素因の診断は、さらに
　ｅ）前記免疫複合体の量を正常コントロール値と比較する工程を含み、
　正常コントロール値と比較した免疫複合体の量の増加が、前記患者がタウタンパク質関
連疾患又は状態に罹患しているか又は発症するリスクがあることを示す、キット。
【請求項１１】
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　サンプル中で抗体又はその機能性部分のタウタンパク質のエピトープへの免疫特異的結
合を検出することを含む、患者のタウタンパク質に関連した疾患、障害又は状態の診断又
はそれらの素因の診断を補助する方法であって、
　ａ）タウタンパク質を含有すると疑われるサンプルを、請求項１から７の何れか一項に
記載の抗体又はその機能性部分と接触させ、；
　ｂ）抗体又はその機能性部分をタウタンパク質に結合させて免疫複合体を形成し；
　ｃ）免疫複合体の形成を検出し；そして
　ｄ）免疫複合体の存在又は欠損をサンプルにおけるタウタンパク質の存在又は欠損と相
関させることを含み、
　ここで、タウタンパク質に関連した疾患、障害又は状態の素因の診断の補助は、さらに
　ｅ）前記免疫複合体の量を正常コントロール値と比較することを含み、
　正常コントロール値と比較した免疫複合体量の増加が、前記患者がタウタンパク質関連
疾患又は状態に罹患しているか又は発症するリスクがあることを示す方法。
　
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２６４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２６４】
３．２　結果
３．２．１　濃縮体陽性タウトランスジェニックマウスからの脳切片を用いたＥＬＩＳＡ
アッセイおよびＴＡＵＰＩＲ
　抗体の結合を、免疫原として使用されるリン酸化タウペプチドに対して、及びリン酸化
全長ヒトタウタンパク質に対して測定した。これは、４４１個のアミノ酸からなるヒトタ
ウタンパク質の最も長いアイソフォームである。対応する非リン酸化ペプチド及び全長ヒ
トタウタンパク質も含まれていた。表６に示すように、抗体がリン酸化タウペプチドに対
して高い結合を示し、リン酸化全長ヒトタウタンパク質に対してはごく限定された結合な
いしは全く結合を示さなかった。結合は、対応する非リン酸化タウペプチドまたは非リン
酸化全長ヒトタウタンパク質に対しては観察されなかった。これは、リン酸化ヒトタウペ
プチドに対する抗タウ抗体の高い結合を示している。
　
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２９９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２９９】
　タウＴｇマウスに対するＡＣＩ－３６－２Ｂ６－Ａｂ２の３ｍｇ／ｋｇでの２回の末梢
性投与は、ウェスタンブロット法により測定される皮質におけるｐＴａｕ ＰＨＦエピト
ープの存在を減少させた。より高用量の１０ｍｇ／ｋｇでは、ＡＣＩ－３６－２Ｂ６－Ａ
ｂ２及びＡＣＩ－３６－３Ａ８－Ａｂ２の両方ともｐＴａｕ ＰＨＦエピトープ免疫反応
性の減少傾向を示した。これらの結果はＡＣＩ－３６－２Ｂ６－Ａｂ２及びＡＣＩ－３６
－３Ａ８－Ａｂ２抗体は、アルツハイマー病などのタウオパチーに対する受動免疫治療に
適切に用いられ得ることを示す。
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要解决的问题：提供治疗和诊断应用的方法和组合物，用于治疗由神经
原纤维缠结引起或相关的疾病和病症。 解决方案：用于治疗和诊断用于
治疗特异性识别和结合磷酸化病理蛋白tau构象异构体和包括阿尔茨海默
病（AD）在内的tau病变的抗体的抗体含有抗体的组合物和方法。


